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昭
和
四
十
九
年

（
1
9
4
1
）、
よ
う
や

く
日
本
に
返
還
さ
れ
た
米

軍
基
地
、
そ
の
広
大
な
土

地
は
、
国
の
施
設
と
し
て
、

自
衛
隊
が
駐
留
、
演
習

用
地
、
理
化
学
研
究
所
、

国
立
病
院
と
な
っ
て
国
が

直
接
管
理
し
て
き
た
。
地

元
の
自
治
体
の
県
と
各
市

は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
部
の
土

地
を
国
か
ら
購
入
し
、
学

校
、
公
園
、
運
動
場
な
ど

の
建
設
を
行
っ
て
き
た
。

国
有
地
を
管
理
す
る
の

は
「
財
務
省
」
で
あ
る
。

平
成
十
五
年
七
月
の
こ
と

に
な
る
。
当
局
は
、
国
有

地
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
た

三
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、

朝
霞
市
内
に
残
さ
れ
た

十
九
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
市

に
払
下
げ
、
有
効
利
用
し

た
い
と
、
朝
霞
市
に
対
し

て
、
向
う
五
年
の
中
に
利

用
計
画
を
ま
と
め
る
よ
う

に
求
め
て
き
た
。

市
当
局
は
直
ち
に
「
策

定
委
員
会
」
を
つ
く
っ

て
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
取
り

か
か
り
、
一
方
市
民
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に

「
市
民
懇
談
会
」
を
発
足

さ
せ
、
関
係
者
は
、
計
画

を
ま
と
め
る
た
め
に
多
大

の
努
力
を
払
っ
て
き
た
。

し
か
し
「
策
定
委
員
会
」

が
報
告
を
ま
と
め
て
い
る

矢
先
の
こ
と
だ
っ
た
。
今

年
二
月
に
な
っ
て
事
情
が

変
っ
て
き
た
。

財
務
省
関
東
財
務
局
の

担
当
者
が
市
を
訪
問
し
、

こ
の
跡
地
は
、「
国
が
計

画
す
る
公
務
員
宿
舎
の
移

転
候
補
地
に
な
っ
た
」
と

通
告
し
た
。

国
の
方
針
の
急
激
な
変

更
に
市
当
局
は
当
惑
、
富

岡
勝
則
市
長
は
谷
垣
禎
一

財
務
相
を
訪
れ
、「
計
画

は
地
元
優
先
で
進
め
さ
せ

て
欲
し
い
」
と
要
望
し
た
。

跡
地
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
国
と
地
元
の
自
治
体

が
十
分
話
し
合
う
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
今
回
の
国

家
公
務
員
宿
舎
建
設
に
つ

い
て
も
、
両
者
の
合
意
は

必
要
と
な
ろ
う
。

市
当
局
の
関
係
者
の
間

で
は
、
国
の
具
体
案
が
鮮

明
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
こ

の
議
論
は
進
ま
な
い
だ
ろ

う
と
の
意
見
が
強
く
、
市

議
会
、
市
民
の
間
で
は
、

宿
舎
移
転
を
受
け
入
れ
る

べ
き
か
、
否
か
、
困
惑
が

広
が
っ
て
い
る
。

「
市
民
懇
談
会
」
の
参

加
者
有
志
は
、
跡
地
全
域

を
緑
地
に
す
る
た
め
、
宿

舎
移
転
に
反
対
す
る
三
千

人
の
署
名
を
財
務
省
に
提

出
し
た
が
、
一
方
議
会
の

「
基
地
跡
地
利
用
促
進
特

別
委
員
会
」
で
は
、
6
会

派
の
う
ち
4
会
派
が
、
市

の
財
政
上
、
土
地
の
一
部

は
宿
舎
と
し
て
受
入
れ
も

止
む
を
得
な
い
と
の
柔
軟

な
姿
勢
を
み
せ
始
め
た
。

正
念
場
を
迎
え
た

米
軍
キ
ャ
ン
プ
跡
地
の

　
　
　

利
用
計
画

こ
れ
ま
で
に
朝
霞
市

は
、
公
園
、
体
育
館
、
中

学
校
な
ど
の
用
地
と
し
て

基
地
跡
地
を
29
ヘ
ク
タ
ー

ル
購
入
し
て
、
す
で
に

2
3
4
億
円
を
つ
ぎ
込

ん
で
お
り
、
今
後
さ
ら
に

19
・
4
ヘ
ク
タ
ー
ル
全
部

を
公
園
用
地
と
し
て
購
入

す
る
と
、
国
に
1
2
8
億

円
払
う
必
要
が
生
じ
、
一

般
会
計
が
現
在
3
3
8
億

円
の
市
財
政
負
担
は
き
び

し
い
も
の
と
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
で
、

「
策
定
委
員
会
」
の
中
間

報
告
が
ま
と
ま
っ
た
。「
跡

地
の
中
心
部
16
・
4
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
取
得
を
第
一
の

目
標
と
す
る
が
、
宿
舎
の

受
け
入
れ
と
、
財
政
確

保
の
シ
ナ
リ
オ
作
成
、
計

画
全
体
の
検
証
は
市
の
判

断
に
委
ね
る
」
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
市
当
局
や
、

市
民
の
意
向
を
見
極
め
つ

つ
、
今
年
中
に
最
終
報
告

を
ま
と
め
る
と
い
う
。　

跡
地
の
利
用
計
画
は
ま

さ
に
正
念
場
を
迎
え
た
。

志
木
市
の
い
ろ
は
商
店

会
主
催
の
第
20
回
「
い
ろ

は
市
」
は
八
月
二
十
七
日

午
後
、
恒
例
の
サ
ン
バ
で

幕
開
け
、
そ
の
他
盛
沢
山

の
イ
ベ
ン
ト
で
賑
わ
う
。
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朝
霞
二
中
教
諭
の
中
條
克
俊
さ
ん
は
、、
地
域
に
古
く
か
ら

住
む
多
く
の
人
々
を
訪
ね
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
変

遷
を
辿
り
、
基
地
の
街
だ
っ
た
朝
霞
の
歴
史
を
風
化
さ
せ
な

い
こ
と
を
ね
が
っ
て
「
君
た
ち
に
伝
え
た
い
朝
霞
、
そ
こ
は
基

地
だ
っ
た
。」（
梨
の
木
舎
、1800

円
、税
別
）
を
出
版
し
た
。

ふるさと民家園の囲炉裡

ゆ
く
夏
を
惜
し
む

新
座
市
大
和
田
の

氷
川
神
社
境
内
で
、

八
月
二
十
六
日
、
中

野
の
獅
子
舞
が
奉

納
、
披
露
さ
れ
た
。

中
野
の
獅
子
舞
は
市
の

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
伝

統
行
事
で
、
五
穀
豊
穣

と
災
厄
消
除
を
祈
願
の
た

め
、
地
域
の
人
々
に
よ
っ

て
引
き
継
が
れ
て
き
た
。

和
光
市
漆
台
の「
ふ

る
さ
と
民
家
園
」（
旧

冨
岡
家
住
宅
）
か
ら

新
倉
小
学
校
を
望
む

谷
中
川
を
挟
ん
で
民
家

園
か
ら
遠
望
す
る
と
、
前

方
の
丘
の
上
の
新
倉
小
学

校
は
、
４
棟
の
校
舎
の
う

ち
、
２
棟
の
建
て
替
え
が

は
じ
ま
り
、
校
庭
に
は
九

月
か
ら
使
用
さ
れ
る
プ
レ

ハ
ブ
校
舎
が
つ
く
ら
れ
た
。

新
倉
小
学
校
は
古
い
歴

史
を
も
ち
、
満
願
寺
に
開

設
さ
れ
た
の
が
明
治
七
年

で
、
現
在
の
場
所
に
移
っ

た
の
は
明
治
三
十
六
年
と

い
う
か
ら
、
ゆ
う
に
百
年

を
越
え
て
い
る
。

由
来
は
江
戸
時
代
初
期

と
い
わ
れ
、
京
都
の
熊
野

神
社
か
ら
拝
領
し
た
獅
子

頭
が
そ
の
起
源
で
、
男
獅

子
、
中
獅
子
、
女
獅
子
の

三
体
で
、
祇
園
囃
子
の
曲

に
合
わ
せ
、
鼻
棒
使
い
、

山
ノ
神
、
花
笠
、
笛　

　

吹
き
な
ど
と
と
も
に　

　

舞
う
。

埼玉県の指定文化財と
なった志木市の田子山富士
で、山じまい「火祭り」が
復活。
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大
正
時
代
の
町
並
み・・・

　
　
　
職
業
別
明
細
図
か
ら

移
り
変
わ
る
時
・・・

志木市市制施行20周年記念
　　「ふるさと写真集」から　
　　　『昭和初期の志木駅前』

　「ふるさと写真集」から　
『二・七の市（植木市）が立った

　市場通り（大正後期五月）』

『三上家の酒造蔵の内部』　

下
に
掲
げ
た
地
図
は
、

大
正
十
三
年
に
発
行
さ
れ

た
地
域
案
内
の
地
図
か
ら

抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
案
内
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

町
の
商
店
を
核
と
し
た
町

並
と
、
営
業
別
索
引
を
掲

載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
二
枚

で
で
き
て
い
る
。
こ
の
案
内

で
は
、
現
在
の
朝
霞
、
志

木
市
か
ら
北
上
し
て
上
尾
、

桶
川
、
東
に
向
っ
て
、
所

沢
、
入
間
川
、
飯
能
、
小

川
町（
た
だ
し
旧
称
）な
ど
、

か
つ
て
の
北
足
立
郡
の
有
力

な
町
の
街
並
み
を
あ
つ
め
て

い
る
。

恐
ら
く
、
民
間
の
広
告

業
者
が
商
店
の
広
告
費
な

ど
を
も
っ
て
作
成
し
て
配

布
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
．

し
た
が
っ
て
広
告
に
賛
成
し

な
か
っ
た
お
店
は
省
か
れ
て

い
る
と
推
定
さ
れ
る
が
、
い

わ
ゆ
る
大お
お
だ
な店
は
ほ
ぼ
網
羅

さ
れ
て
い
て
、
全
体
像
を
把

握
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ

ろ
う
。

欄
外
の
註
に
よ
れ
ば
、

国
税
年
額
三
十
円
以
上
の

納
付
者
は
、
本
図
に
そ
の

全
部
を
掲
載
し
た
、
と
あ

る
。発
行
所
は
東
京
渋
谷
の

「
東
京
交
通
社
」
で
、
東

京
を
は
じ
め
、
か
な
り
広

範
囲
の
地
域
の
宣
伝
活
動

を
行
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

その２７

地
図
で
眺
め
る
・
・
・

　
大
正
か
ら
昭
和
へ

「
膝
折
村
」（
現
在
の
朝

霞
市
の
一
部
）、志
木
町
（
現

在
の
志
木
市
の
一
部
）
を
地

図
で
眺
め
る
と
、
現
在
も

変
わ
ら
ず
営
業
を
続
け
て

い
る
お
店
は
少
な
く
な
い

が
、
多
く
は
建
て
替
え
ら

れ
、
装
い
を
新
た
に
し
て
い

る
。
し
か
し
今
も
変
わ
ら

ぬ
姿
が
残
さ
れ
て
い
る
お
店

も
い
く
つ
か
数
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
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は
じ
め
て
バ
ス

が
走
っ
た
・
・
・

志
木
市
本
町
通
り

志
木
市
（
当
時
は
志
木

町
）
の
大
通
り
を
バ
ス
が

走
っ
た
の
は
、
大
正
五
年

（
1
9
1
6
）
六
月
だ
っ

た
と
い
う
（
志
木
市
史
通

史
編
に
よ
る
）。
志
木
駅

か
ら
県
庁
所
在
地
の
浦
和

市
（
当
時
は
浦
和
町
）
へ

「
鳩
ヶ
谷
自
動
車
株
式
会

社
」
が
営
業
を
開
始
し
、

大
正
末
に
は
一
日
二
十
二

往
復
の
運
行
だ
っ
た
。
乗

合
自
動
車
の
運
行
は
県
内

で
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
。

乗
合
馬
車
や
人
力
車
な

ど
が
発
達
し
て
い
た
の
で
、

東
京
市
内
で
は
、
大
正
八

年
に
東
京
市
街
自
動
車
が

運
行
し
た
上
野
〜
新
橋
間

が
最
初
と
い
う
か
ら
、
当

時
の
志
木
市
内
の
交
通
は

如
何
ば
か
り
モ
ダ
ン
な
も

の
で
あ
っ
た
か
が
偲
ば
れ

る
。東

上
線
の
各
駅
か
ら
県

庁
へ
の
近
道
と
し
て

し
か
も
東
武
鉄
道
株
式

会
社
は
、
東
上
沿
線
の
川

越
、
霞
が
関
、
坂
戸
、
東

松
山
、
小
川
、
寄
居
各
駅

な
ど
か
ら
志
木
駅
を
経
て

こ
の
乗
合
自
動
車
を
利
用

し
て
浦
和
町
に
至
る
通
し

切
符
を
「
安
く
て
早
い
近

道
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
で
売
出
し
て
い
た
。

志
木
市
は
、
県
庁
が
所

在
す
る
浦
和（
現
在
は「
さ

い
た
ま
市
」）
に
隣
接
し

て
い
る
。
普
段
は
気
付
か

な
い
が
、
例
え
ば
寄
居
や

小
川
町
か
ら
県
庁
に
出
向

く
の
は
一
仕
事
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
も
、
志
木
〜
浦

和
間
の
乗
合
自
動
車
が
東

京
、
埼
玉
を
通
じ
て
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
で
開
通
し
た
理

由
が
よ
く
分
か
る
。

志
木
・
所
沢
間
に
乗
合

自
動
車
が
運
行
さ
れ
る

大

正

十

三

年

（
1
9
2
4
）
五
月
、
志

木
〜
所
沢
間
に
乗
合
自
動

車
が
開
通
し
た
。
そ
の
事

業
主
は
、
す
で
に
地
元
志

木
で
薬
店
の
快
哉
堂
を
経

営
し
て
い
た
村
山
弥
七
で

あ
る
。
彼
は
自
動
車
部
を

設
立
し
、
志
木
〜
所
沢
間

の
路
線
の
営
業
に
進
出
し

た
。
車
庫
は
現
在
の
志
木

市
本
町
の
高
橋
金
物
店
と

東
上
ガ
ス
と
の
間
に
所
在

し
て
い
た
。

停
車
場
（
駐
車
場
と
記

さ
れ
て
い
た
）
は
、
志
木

町
〜
志
木
駅
〜
野
火
止
東

〜
野
火
止
角
〜
大
和
田
町

〜
坂
ノ
下
〜
城
〜
本
郷
〜

下
安
松
〜
上
安
松
〜
茨

原
〜
所
沢
町
〜
所
沢
駅
の

十
三
箇
所
で
あ
っ
た
。
こ

の
コ
ー
ス
は
、
か
つ
て
の

鎌
倉
街
道
（
鎌
倉
道
）
と

重
な
る
コ
ー
ス
で
、
現
在

の
志
木
〜
所
沢
の
バ
ス
行

路
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

志
木
〜
膝
折
（
現
在
は

朝
霞
市
内
）
間
の
路
線
は

昭
和
二
年
か
ら

昭
和
五
年
の
文
書
に
よ

る
と
、
停
車
場
は
志
木
駅

〜
江
戸
道
〜
浜
崎
〜
田
島

〜
抄し
ょ
う
し

紙
部
前
〜
台
根
岸

〜
膝
折
駅
で
、
当
時
は
か

な
り
急
な
坂
道
を
通
行
し

て
い
た
も
の
と
想
像
さ
れ

る
。当
時
朝
霞
地
区
に
は
、

紙
幣
に
使
う
紙
工
場
が
建

設
さ
れ
る
計
画
が
あ
っ
た

が
、
実
現
は
し
な
か
っ
た
。

こ
の
紙
の
工
場
が
「
抄
し
ょ
う
し

紙

部
」（
大
蔵
省
抄
紙
部
）

で
あ
る
。

志
木
川
岸
か
ら
の
出
発

昭
和
五
年（
1
9
3
0
）

五
月
、
こ
れ
ま
で
の
営
業

所
が
狭
く
て
乗
降
客
に
不

便
な
た
め
、
変
更
し
た
い

と
い
う
願
い
が
埼
玉
県
知

事
宛
に
提
出
さ
れ
、
栄
橋

の
た
も
と
の
右
岸
下
流
の

地
が
選
ば
れ
、
車
庫
・
引

返
し
場
所
に
な
っ
た
。
そ

こ
は
か
つ
て
高
須
家
が
河

岸
で
船
問
屋
を
営
ん
で
い

た
跡
地
で
あ
る
。

と
き
は
ま
さ
に
、
新
河

岸
川
の
通
船
が
禁
止
さ
れ

る
一
年
前
の
こ
と
で
あ
る

が
、
す
で
に
高
須
家
で
は

営
業
を
中
止
し
て
い
た
ら

し
い
。

志
木
〜
東
村
山
間
の
路

線
運
行

こ
の
路
線
は
、
昭
和
五

年
九
月
に
許
可
さ
れ
た
。

コ
ー
ス
は
志
木
川
岸
〜
志

木
町
〜
志
木
駅
〜
野
火
止

角
〜
菅
沢
〜
下
清
戸
〜
中

清
戸
〜
清
瀬
駅
〜
野
塩
〜

南
秋
津
〜
所
沢
駅
〜
東
村

山
で
あ
る
。
丁
度
江
戸
時

代
の
引
又
道
を
経
由
し
て

い
た
。

志
木
〜
所
沢
間
の
バ
ス

と
、
所
沢
駅
で
交
差
し
て

い
て
、
昭
和
五
年
の
時
刻

表
に
よ
る
と
、
本
来
の
大

和
田
回
り
の
志
木
〜
所
沢

線
と
、
清
瀬
回
り
の
志
木

〜
東
村
山
線
が
、「
大
」
と

「
清
」
の
記
号
で
区
別
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
二

つ
の
路
線
は
同
じ
「
志
木

〜
所
沢
間
」
の
時
刻
表
に

記
さ
れ
て
い
て
、「
所
沢
〜

東
村
山
間
」
の
時
刻
表
は

別
に
作
ら
れ
て
い
た
。
す

な
わ
ち
ど
ち
ら
の
コ
ー
ス

に
せ
よ
、
所
沢
が
メ
イ
ン

の
目
標
で
、
そ
の
先
の
分

岐
点
と
し
て
、
東
村
山
が

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

下
図
は
村
山
自
動
車
の

路
線
図
（
昭
和
5
年
の
広

告
チ
ラ
シ
か
ら
）

志
木
川
岸
の
停
留
所
付

近
（
河
川
改
修
以
前
だ
っ

た
の
で
、
新
し
い
栄
橋
、

イ
ロ
ハ
橋
は
ま
だ
無
い
）。

資
料
：
安
斎
達
雄
「
志

木
を
走
っ
た
黎
明
期
の
バ

ス
」（「
郷
土
志
木
」
33
号
、

志
木
郷
土
史
研
究
会
）

『市場通りから上町方面を望む』

　　　　（大正十年ころ）

『春の市場通り（大正後期）』

       志木川岸の停留所付近
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世
界
中
に
愛
好
家
が
・
・
・
・

日
本
古
来
の
植
物
ギ
ボ
ウ
シ

日
本
原
産
の
「
ギ
ボ
ウ

シ
」
は
、
い
ま
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
で
は
欠
か

せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い

る
。

 

ギ
ボ
ウ
シ
は
も
と
も
と

東
ア
ジ
ア
特
産
の
宿
根
草

で
、
自
生
種
は
ほ
と
ん
ど

日
本
産
で
あ
る
。
そ
の
花

の
蕾
が
擬
宝
珠
（
橋
の
欄

干
の
上
に
つ
け
た
、
玉
葱

を
逆
さ
に
し
た
よ
う
な
装

飾
）
に
似
て
い
る
こ
と
か

ら
こ
の
名
に
な
っ
た
。「
ぎ

ぼ
し
」
と
も
呼
ぶ
。

 

百
合
（
ゆ
り
）
科
の

植
物
で
、
学
名
は
ギ
ボ
ウ

シ
属 H

osta
 

葉
は
幅
広
で
大
き
い
。

白
や
紫
の
花
を
咲
か
せ
る

が
、
花
よ
り
む
し
ろ
葉
を

楽
し
む
。

シ
ー
ボ
ル
ト
が
オ
ラ
ン

ダ
に
持
ち
帰
っ
た
。
強
い

日
光
と
猛
暑
は
苦
手
、
日

本
よ
り
夏
は
涼
し
い
た

め
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
で

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
は
欠
か

せ
な
い
素
材
と
な
っ
て
い

る
。
ア
メ
リ
カ
で
も
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
が
続
々
と
誕
生

し
、
ホ
ス
タ
（
ギ
ボ
ウ
シ

の
学
名
）
協
会 

（T
h
e 

A
m
e
ric

a
n H

o
sta 

S
o
cie
ty
, fo

u
n
d
e
d 

in 1968

な
ど
） 

の
数
は

増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い

る
。

 

乾
燥
地
で
も
湿
地
で

も
、
日
向
で
も
半
日
向
で

も
育
ち
、
病
虫
害
が
少

な
い
。
品
種
改
良
で
、
大

き
さ
や
葉
の
色
、
斑
の
入

り
方
に
変
化
が
つ
き
、
鑑

賞
価
値
が
高
ま
り
つ
つ
あ

る
。
交
雑
し
易
く
、
新
品

種
が
容
易
に
つ
く
ら
れ
る

の
で
、
多
く
の
園
芸
愛
好

家
を
引
き
付
け
て
い
る
。

   

写
真
は
ギ
ボ
ウ
シ　　
　
　
　

　
　
　
清
水
か
つ
ら

昨
年
の
受
賞
者　
　
　

県
指
定
文
化
財
「
田
子
山
富
士
塚
」
展

９
月
13
日
（
水
）
〜

　

11
月
5
日
（
日
）

と
こ
ろ
：
志
木
市
立

郷
土
資
料
館

開
館
９
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分

休
館
日
：
９
月
4
・

11
・
12
・
19
・
25
日

10
月
2
・
10
・
16
・

23
・
30
・
31
日

関
連
事
業
と
し
て

展
示
解
説

９
月
17
・
30
日

10
月
22
日

午
前
11
時
〜
正
午

市
民
文
化
財
講
座

９
月
16
日

午
前
10
時
〜
正
午

い
ろ
は
遊
学
館
に
て

講
師
は
神
山
健
吉
氏

　

富
士
塚
見
学
会

９
月
18
日

９
月
24
日

定
員
制

参
加
費
：
百
円

問
合
せ
先
：

志
木
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課

☎
0
4
8
・
4
7
3
・

　

1
1
1
1

内
線
3
1
3
4

特
定
非
営
利
活
動
法
人

N
P
O
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　

こ
の
法
人
は
地
域
住
民
と

行
政
に
対
し
て
取
材
活
動
を

行
い
、
報
道
に
よ
っ
て
市
民

の
公
共
参
加
を
推
進
し
、
地

域
内
の
メ
デ
ィ
ア
事
業
を
行
っ

て
、市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
情
報
紙
「
市
民
プ
レ

ス
」
は
N
P
O
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
編
集
・
発
行
し
、
無

料
で
配
付
し
ま
す
。

　
　
　
＊　
＊　
＊

◇　

読
者
の「
オ
ピ
ニ
オ
ン（
意

見
／
考
え
）」を
募
集
し
ま
す
。

T
E
L

0
9
0
（
3
0
4
8
）

5
5
0
2

編
集
部　

原
宛
に
ど
う
ぞ

前
ペ
ー
ジ
の
「
大
正
時

代
の
町
並
み
」
に
掲
載
さ

れ
た
施
設
や
お
店
の
大
部

分
は
取
り
壊
さ
れ
、
あ
る

い
は
改
装
さ
れ
て
い
る
が
、

約
八
十
年
を
経
て
も
、
い

ま
だ
変
わ
ら
ぬ
貴
重
な
景

観
に
接
す
る
こ
と
も
で
き

る
。膝

折
朝
霞
市
の
「
塩
味

醤
油
造
店
」「
東
円
寺
」

な
ど
は
現
代
の
宝
と
言
っ

て
よ
い
。
志
木
市
の
本
町

通
り
に
面
し
た
旧
郵
便
局

の
「
三
上
家
」、「
原
薬

局
」、「
中
野
金
物
店
」、

「
村
山
家
」、「
西
川
家
」、

「
浅
田
家
」、「
宝
幢
寺
」

な
ど
に
は
、
ほ
ぼ
変
わ
ら

ぬ
趣
き
が
残
さ
れ
て
い
る
。

志
木
郵
便
局
だ
っ
た

「
三
上
家
」
の
土
蔵
の
千

本
格
子
（
左
の
写
真
）。

九
十
年
余
り
の
歴
史
、

地
図
上
で
は
「
原
薬
舗
」

と
記
さ
れ
た
現「
原
薬
局
」

の
看
板
は
、
数
百
年
を
経

た
欅
の
一
枚
板
で
、
今
で

は
素
材
も
、
造
り
も
再
現

は
不
可
能
（
下
の
写
真
）。

地
図
に
は
「
浅
田
米
肥

店
」
と
あ
る
「
浅
田
家
」

の
店
構
え
（
左
写
真
）。

か
つ
て
の
志
木
に
は
有

力
な
酒
造
所
が
軒
を
連
ね

て
い
た
が
、「
平
野
酒
造
店
」

（
か
つ
て
の
志
木
郵
便
局

を
入
っ
た
奥
に
在
っ
た
）

の
銘
酒
「
喜
代
泉
」
の
陶

製
の
一
升
瓶
が
、
関
係
者

に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
て
い
た

（
右
写
真
）。

．

地
域
情
報

ふ
る
さ
と
の
お
宝

　和光市役所隣り　☎048-468-7771


